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＜連絡事項＞

・11/16（月）からの勤務にてSGM・JGMが不在の日があります。その日の日用品発注のついて、トイレットペーパーのみの発注で庶務チームに依頼しています。

　　　　11月・・・18日、28日、29日

　　　　12月・・・4日、9日

・ＰＳＷより連絡です。久慈市役所福祉事務所より、生活保護受給者の実態調査の依頼がありました。調査依頼については、後日通知文書で送付して頂きたい旨を伝えているとの事です。調査日については、担当Drと日程調整を行い、11月17日（火）16：30～行う予定としています。主治医に調査後、本人と面会される予定です。

調査対象者：佐々木康子様（入院）　Dr：川端

　　　　　　田野端忠男様（入院）　Dr：安ヶ平
＜患者様連絡事項＞

・布施　邦雄様～本日の朝より37℃台の発熱が見られています。本人から、咳嗽・咽頭痛・鼻汁の訴え聞かれています。主治医に情報提供を行い、本日の昼から、ＰＬ（総合漢方薬）3P　3×1/3T 臨時処方となっています。感染拡大防止、症状悪化防止の為に本人へマスクの着用・自室での安静を促し、作業療法・リハビリテーションプログラムへの参加は欠席としています。
・山火　るい子様～インフルエンザ予防接種について、主治医より許可を得ており、本人も実施すると話している為、弟様へ連絡しています。日時について決まり次第、再度連絡する事を伝えると了解されています。

・中野渡　鉄男様～本日、姉様が面会に来ています。本人より、衣類購入の希望聞かれており、ご家族付き添いでいけないか話しています。姉様より「現在、腰痛が痛いため長時間は無理」との事でした。スタッフ付き添いとなると、付き添い料として１時間1500円かかる事を説明し了解を得ています。また、靴に関しては次回の面会時に買って持って来るとの事です。

＜皮膚科診察＞

・日向端　庸男様～来週の火曜日にスピール膏の塗布を忘れずに行って下さい。

・佐々木　康子様～右第５趾に「胼胝腫」との診断あり。来週の火曜日にスピール膏の塗布を忘れずに行って下さい。

＜服薬自己管理状況・評価改善案＞
・伊藤　雄一様～先週より、１週間分の服薬自己管理を行っています。現在、飲み忘れなどの問題なく実施できています。引き続き、飲み忘れや自己管理状況について観察していきましょう。

・久保　清美様～目薬を自己管理の方向で考えています。本人に話をしており、保管場所について目薬の保存方法について（日光に当てない）説明すると「引き出しの中にしまう」と話しています。主治医へ情報提供を行い、許可を得ており、本人に渡しています。管理方法として、使用中の目薬を渡し、空になったら新しい目薬を渡していきます。新しい目薬については、軟膏処置の引き出しに入れておきます。自己管理となると、目薬を点しているかスタッフ側で確認が取れなくなる事が考えられる為、服薬チェック表に印をつけてもらうように本人に伝えています。

・小泉　康政様～現在、スタッフの目の前で服薬のセットをしてもらい、４日分・３日分の服薬自己管理を行っています。問題なく行えているので、同じ状況で７日分の管理をしてみてはと話が出ています。来週の問診の際に主治医へ確認し、許可が出たら水曜日からの開始となります。モジュールを行い、服薬の必要性について理解の乏しい発言聞かれていましたので、担当スタッフは再度服薬についての勉強会をおこなってください。

＜安ヶ平Ｄｒ担当患者様ケース検討＞

・滝田　英人様～インフルエンザ予防接種について拒否する発言聞かれています。主治医からもとくに勧める発言はありませんでした。

・上村　みわ様～問診時に「明後日退院って本当ですか？」との幻聴の訴え聞かれています。病棟では退院についての発言聞かれず経過しています。本人の発言や行動の観察・所在確認を行なっていきましょう。

・久保　清美様～昨日、網膜症の定期検査の為、松橋眼科受診し症状の結果を本人から主治医に伝えています。今後の定期採血の際、血糖の測定だけでなく、ＨｂＡ１Ｃの検査も定期採血に取り入れて実施する様に指示が出ています。定期採血の際は間違えのないようにしてください。

＜食事サービス委員会状況意見＞

・10/10（朝）…副食の「イワシのかつお煮」（小２切）ですが、量が少ないと患者様より不満の声が多かった。

・11/3（夜）…患者様が全員取りきらないうちに主菜である煮しめを日清スタッフが片付けていた。後から２人分の主菜をお願いしたところ、ごく少量しか盛り付けされていないものを渡され、患者様より「見本より少ない。これだけなの？」と話されていた。それを聞いた日清スタッフより「こっちにしますか？」と見本の主菜を渡してきた。主菜は冷えていた。その後、日清スタッフは笑っており、患者様より「いつもこうだ」と苦情聞かれていました。

・11/10（昼）…セレクトでおかずの配置が分かりづらかった。患者様からも「ややこしい」と苦情ありました。

・「レストランが寒い」との意見が出てきています。昨年、栄養に連絡をしたら「朱夏に言ってください」と言われたが、そろそろ暖房が必要な時季なので管理してもらえないか？

＜服薬状況についての話し合い＞

事故対策・感染対す策委員会で行っている医療安全巡視の10月実施報告をもとに病棟で話し合いを行っています。

・服薬の管理（ダブルチェック）がされていない。

　北病棟では確認の印が２～３個ないと指摘がありました。

　理由）・自分の行動に責任を持って行動していない。

　　　　・ダブルチェックの確認について、認識の薄さ。

　　　　・業務の把握が出来ていない。

　↓

　今後の対応として
　　①声掛けを行っていき、責任の所在をはっきりしていく。

　　②深夜帯では、出勤時と朝方と２回の服薬チェックをしていく。

・服薬事故の報告が多くなってきた。

　今後の対応として
　　①声掛けをし合い、指差し確認や復唱など１つ１つの動作について確認が必要。

　　②看護・介護関係なく、チームとして関わりをもつ。

　　③夜勤など、組んだパートナーの状態を把握し、お互いに協力をしていく。

・石鹸などの設置に不備があった。

　今後の対応として

　　①患者様が生活する上で必要なものについては、なくなる前に発注し、常に補充できる状態にしておく。

















































